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【目的】 近年の周産期・新生児医療の進歩により救命率が向
上した一方、早産児の出生が増加傾向にあり、障害の重度化
および多様化が進んでおり、それらの医療的問題を抱えたハ
イリスク児への対応が課題となっている。それらの児は、出
生後に新生児集中治療室（Neonatal Intensive Care Unit；
以下、NICU）での管理が強いられ、将来的に発育・発達の
面で何らかの問題を生じる可能性がある。それらの問題に対
して、NICU から早期にリハビリテーション（以下、リハ）
が関わることは重要であるとされている。しかしながら、本
邦における NICU での新生児リハの実態を調査した文献は、
我々の渉猟する範囲ではなく、まだ不明瞭な点が多いのが現
状である。そこで本研究の目的は、近畿圏内における新生児
リハの現状と課題について調査することである。

【方法】 近畿圏内で NICU 病床を有する総合周産期医療セン
ター（15施設）と地域周産期母子医療センター（47施設）の計
62施設、新生児科とリハ科の両診療科を対象とする合計124
部署に対し、郵送アンケート調査を行った。調査票の内容は、
A．基本情報（施設種類、認定病床数、年間入院数、スタッ
フ数（医師、看護師、リハ関連職種）、対象疾患）、B．リハ
内容（実施の有無、件数、内容、依頼・介入の時期、院内カ
ンファレンス、地域連携、退院後フォローアップ・外来リハ、
リハ・マニュアル）、C．リハの必要性の有無、D．自由記載
などで構成され、新生児科とリハ科の2種類を作成した。

【説明と同意】 調査票と返信用封筒とともに本研究の説明書
を送付し、アンケートの回答をもって、調査の主旨に同意を
得られたものとする旨を表記した。また説明書の内容には、
学術的公表を予定している旨も記載した。尚、本研究を実施
前に本学倫理委員会の審査・承認を得ている（承認番号：
28-022）。

【結果】 全回答は69施設から得られ、全体有効回答率は
55.6% であった。回答施設における新生児リハ実施率は新生
児科29施設（74.4%）、リハ科26施設（86.7%）であった。そ
の中で主な対象疾患は、“ 脳原性疾患 ” が最も多く、その他
“ 早産・低出生体重児 ” や “ 遺伝疾患・奇形症候群 ”、“ 呼吸
循環器疾患 ” など、多種多様な疾患群を対象としていること
が分かった。介入内容については、新生児科からの依頼内容、
リハ科で実際に行われている内容ともに “ ポジショニング ”、
“ 呼吸理学療法 ”、“ 発達的評価・介入 ” で約8割を占めてい

た。新生児リハの必要性については、新生児科からの回答で
は、重要性や成果を挙げる一方で、非実施施設からは、必要
性を感じない理由として、“ 対象症例がいない ”、“ 病院・施
設の機能としての役割ではない ” などのハード面の問題を挙
げたのに対し、リハ科からは、専門性の高い分野であり、
“ 人員・技術不足 ” などのソフト面の問題を挙げた。地域の
小児リハ施設との連携については、13施設（50.0%）に留ま
り、内容としては、“ 情報連絡票の送付（8施設）” が最も多
く、次いで “ 定期カンファレンスの開催 ” と “ 共同の勉強会
の開催 ” が各々1施設のみであった。

【考察】 人員配置については、リハ科からの回答で、NICU
にセラピストを専従配置している施設は2施設に留まった。
これまでの約7年間で地域による差はあると考えられるが、
定数配置の動きは全体的にはあまり進んでいないことが分
かった。その原因として考えられるのが、この分野の特殊性
にあると考える。先行文献では、卒前教育で小児領域での実
習の経験が少ない、歴史が長い分野であるが介入効果のエビ
デンスに乏しい、各セラピストの技術に左右されやすいなど
を指摘しており、本研究における自由記載での回答でも、分
野の特殊性を上げ、人員・知識不足を指摘している。また地
域連携不足も露呈し、診療情報提供書などの紙媒体での連絡
の行き来だけでなく、顔の見える関係づくりが重要となると
考える。本研究により得られた現状と課題に対し、新生児リ
ハ実施施設の増加のためには、分野の認知度向上、スタッフ
の教育体制の充実、地域との連携システムの確立などが重要
であると考えられた。

【理学療法研究としての意義】 本研究により、近畿圏内にお
ける新生児リハの現状と課題を明らかにし、それに対する解
決案を示した。今後は、総合周産期医療センターが中心とな
り、近畿圏内のみならず全国規模で新生児リハ部門の底上げ
と発展が図られることが望まれる。
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